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　向寒の候、皆様におかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　元日に発生した能登半島地震では広範囲で甚大な被害が発生し、射水市内でも液状化
等による被害が発生しました。被災された方々に改めて心よりお見舞い申し上げます。今後
は復旧・復興に向けて策定されたロードマップの着実な推進とそれに伴う関係の皆様には
安全に留意の上、ご活躍を祈念いたします。
　さて、県議会議員として１年半が経過しました。私たちの大切な地域を、皆様の想いを
未来へつなぐため真摯に誠実に取り組んでまいりました。私の活動をまとめたレポートの
最新号を作成いたしました。たきだ 孝吉の活動に対しましてご理解を賜りましたら幸い
です。季節の変わり目につきお身体に気をつけてください。
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たきだ 孝吉

今
回
の
地
震
を
受
け
県
民
の
防
災
へ
の
意
識
、
関
心
は
大
い

に
高
ま
っ
て
お
り
県
民
に
分
か
り
や
す
く
防
災
対
策
を
伝
え

る
動
画
を
制
作
し
啓
発
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
有
意
義
な
取

り
組
み
と
考
え
る
。
検
証
作
業
を
進
め
る
中
で
、
防
災
対
策
を
伝
え

る
動
画
制
作
を
今
後
の
対
策
に
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
す
る
な
ど
、

県
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
に
努
め
る
。

A
県
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
戦
略
で
は
県
有
施
設
の
50
％

以
上
で
の
設
置
を
目
標
と
し
て
い
る
。
県
教
委
で
は
54
施

設
で
設
置
可
能
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
50
％
の
27
施
設
で
の
設
置

を
目
指
し
て
い
る
。
10
施
設
は
導
入
済
み
で
あ
り
、
今
後
17
施
設

に
お
い
て
導
入
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

A

能
登
半
島
国
定
公
園
は
、
長
い
海
岸
線
を
主
体
と
し
て
、

石
川
県
と
富
山
県
に
ま
が
る
様
々
な
観
光
地
も
含
ん
だ

魅
力
的
な
エ
リ
ア
で
あ
り
、
地
震
か
ら
の
復
旧
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
滞
在
周
遊
観
光
促
進
に
向
け
石
川
県
や
Ｊ
Ｒ
、
地
域
交
通
・

観
光
事
業
者
等
と
連
携
し
て
準
備
を
進
め
る
。

A
令
和
６
年
10
月
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
共
和
国
ク
レ
タ
工
科
大
学

と
の
間
で
、
環
境
・
社
会
基
盤
工
学
科
の
学
生
や
大
学
院

生
の
交
換
留
学
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
オ

フ
ィ
ス
の
設
置
等
、
海
外
大
学
と
の
共
同
研
究
の
一
層
の
推
進
と

学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

A

一
般
質
問
・
予
算
特
別
委
員
会
で
の

質
問
答
弁
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

２
月
定
例
会 

一
般
質
問

全
12
問

　

能
登
半
島
地
震
を
受
け
今
後
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
に

動
画
制
作
を
し
て
は
ど
う
か
。

Q

地
震
に
よ
り
、
伏
木
富
山
港
も
大
き
く
被
災
し
た
が
港
湾
機

能
の
早
期
復
旧
を
図
っ
て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ポ
ー
ト
の
形
成
に
向
け
、
官
民
が
連
携
す
る
協
議
会
を
設
置
し
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
脱
炭
素
化
な
ど
時
代
の
要
請
に
応
じ
た

港
湾
機
能
の
強
化
を
図
り
、
伏
木
富
山
港
が
環
日
本
海
・
ア
ジ
ア
の

交
流
拠
点
と
し
て
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

A
　

復
興
を
見
据
え
石
川
県
と
連
携
し
能
登
半
島
国
定
公
園
を

中
心
と
し
た
滞
在
型
エ
リ
ア
観
光
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

Q
こ
れ
ま
で
企
画
展
や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
両
館
で
実
施
し

た
ほ
か
、
文
学
館
で
の
絵
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
大
島
絵
本
館

の
副
館
長
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
。
ま
た
大
島

絵
本
館
の
広
報
誌
に
室
井
館
長
が
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
さ
れ
る
な

ど
、
相
互
の
連
携
を
深
め
て
い
る
。
今
後
も
大
島
絵
本
館
と
共
に

文
化
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

A
　

県
立
大
学
で
は
ア
メ
リ
カ
に
新
た
に
研
究
拠
点
を
設
置
し
国

際
的
な
共
同
研
究
を
推
進
し
て
い
く
が
海
外
か
ら
の
学
生
受
け

入
れ
を
拡
充
す
る
な
ど
国
際
化
を
さ
ら
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

Q

　

県
立
学
校
は
避
難
所
と
し
て
の
機
能
強
化
に
向
け
太
陽
光

発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を
加
速
し
て

は
ど
う
か
。

Q

　

伏
木
富
山
港
の
機
能
強
化
お
よ
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
ポ
ー
ト
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

Q　

高
志
の
国
文
学
館
は
室
井
滋
さ
ん
を
館
長
に
迎
え
絵
本
の
魅

力
紹
介
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
射
水
市
大
島
絵
本

館
と
の
連
携
に
よ
る
絵
本
文
化
振
興
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

Q



日々の活動を
発信しています。
是非ご覧ください！

HOME PAGE Facebook X（旧Twitter） Instagram

活動レポート
Vol.１

身近な代弁者として誠実に行動します！お気軽にお声がけください！

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
和
田
川
ダ
ム
で
は
、
利
水
に
影
響
が

な
い
範
囲
で
ダ
ム
の
貯
水
位
を
あ
ら
か
じ
め
低
下
さ
せ
、
治
水
容
量

を
確
保
す
る
試
行
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
洪
水
が
予
測
さ
れ
る
際
、

水
位
を
さ
ら
に
最
大
60
㎝
下
げ
、
治
水
容
量
を
約
14
％
増
加
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

道
府
県
で
の
取
扱
い
を
十
分
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
国
の
責
任
に

お
い
て
、
格
差
是
正
に
向
け
た
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
県
議
会
と

と
も
に
、
国
に
対
し
要
望
し
て
い
く
。

各
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を
さ
ら
に
推
進
し
つ
つ
、

ド
ナ
ー
登
録
に
は
年
齢
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
特
に
若
年

層
を
重
点
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

A
「
ダ
ム
等
に
関
す
る
情
報
提
供
の
あ
り
方
検
討
会
」
の
取
り
ま

と
め
の
中
か
ら
、
今
年
の
出
水
期
に
は
ダ
ム
等
の
情
報
提
供

A
県
警
に
よ
る
と
昨
年
の
Ｄ
Ｖ
関
連
相
談
の
う
ち
約
25
％
が

男
性
被
害
者
事
案
だ
っ
た
。
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
で
は

平
成
31
年
か
ら
男
性
相
談
員
に
よ
る
男
性
の
た
め
の
相
談
対
応

を
開
始
し
て
い
る
。
来
年
度
は
Ｄ
Ｖ
基
本
計
画
を
改
定
し
、
そ
の

中
で
男
性
の
被
害
者
へ
の
支
援
、
男
性
用
シ
ェ
ル
タ
ー
の
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

A

県
内
の
広
域
通
信
制
高
校
に
は
、
多
様
な
生
徒
が
在
籍
し
て

お
り
学
び
直
し
の
機
会
の
提
供
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
他
県
が
認
可
主
体
で
あ
る
た
め
進
学
し
て
い
る
高
校
生

の
実
態
等
が
把
握
で
き
な
い
こ
と
か
ら
対
象
外
と
し
て
い
る
が
他
都

県
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
最
も
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
多
い
の
は
Ｘ
で

約
５
万
人
。
今
後
も
職
員
チ
ー
ム
に
よ
る
動
画
制
作
や
画

像
・
映
像
、
長
文
に
よ
る
施
策
の
裏
側
紹
介
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
媒

体
が
持
つ
特
徴
を
最
大
限
に
活
か
し
て
効
果
が
高
い
情
報
発
信
、

県
民
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

A

A

県
内
で
は
１
１
８
カ
所
が
指
定
さ
れ
て
お
り（
６
月
21
日

時
点
）内
訳
は
市
町
村
関
係
１
０
２
カ
所
、
そ
れ
以
外
の

民
間
施
設
が
16
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
市
町
村
の
意
向
を

聞
き
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

A

和田川
庄東第一発電所

北海道丘珠空港

地方創生産業委員会の

大規模改良工事
（リプレース）現地視察

行政視察

活
動
の

記
録

一
般
質
問
・
予
算
特
別
委
員
会
で
の

質
問
答
弁
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

６
月
定
例
会 

予
算
特
別
委
員
会

全
14
問

　

献
眼
、
臓
器
移
植
及
び
骨
髄
移
植
の
ド
ナ
ー
登
録
の
拡
大

や
献
血
者
の
確
保
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

Q　

全
国
的
に
Ｄ
Ｖ
に
お
け
る
男
性
の
相
談
件
数
が
増
加
し
て
い
る

が
、
本
県
の
Ｄ
Ｖ
被
害
の
状
況
や
男
性
被
害
者
か
ら
の
相
談
状
況

を
踏
ま
え
、
男
性
用
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

Q　

今
夏
も
酷
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
県
有
施
設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
積
極
的
に

開
放
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

Q　

昨
年
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
被
害
や
対
応
の
検
証
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
、
出
水
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
る
の
か
。

Q

　

県
外
に
本
校
が
あ
る
広
域
通
信
制
高
校
が
設
置
す
る
県
内
の
協

力
施
設
に
通
学
す
る
生
徒
に
つ
い
て
も
、
就
学
支
援
金
の
県
単
独

上
乗
せ
分
の
対
象
と
す
る
よ
う
制
度
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

Q

　

県
の
有
益
な
情
報
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

用
い
て
い
る
が
、
５
つ
の
県
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ

ｅ
ｒ
）
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
、
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
、
高
い
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
運
用
し
て
い
る
の
か
。

Q


